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オオタカってどんな鳥？ 

出展：猛禽類保護の進め方（環境省） 

千葉県レッドデータブック動物編 2011 年改訂版（千葉県） 

 

                         タカ目 タカ科 

全長 ：50～56cm 

翼開長：110～130cm 

 

 

 

 

 

１．分布 

オオタカは、世界的には、北半球の広い地域に分布していて、亜種は８～１０種

いると言われています。一部「渡り」を行うものもいますが、多くは生息地に留ま

る留鳥です。 

日本に生息するオオタカは亜種オオタカ（A.g.fujiyamae）と分類されていて、全

国的に繁殖が確認されていますが統計的な情報はまだまだ少なく生態も未解明な

ことが多くあります。 

【世界の分布】                    【国内の分布】 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．生息環境 

 平地から丘陵地帯にかけての農耕地などと樹林が混在する環境が主な生息地で

す。まとまった森林と開けた餌場が接している場所が望ましいとされています。  
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３．エサ 

 地域により異なりますが、小型の鳥からドバトやムクドリなどの中型の鳥が主要

な獲物となります。一部、小動物やヘビなどの爬虫類を襲うこともあります。狩り

は木の枝で待ち伏せして急襲したり、上空から急降下して狙います。 

４．ペア 

 １羽のオスに１羽のメスがペアになり、この関係はどちらかが死亡するまで続く

と言われています。１年のうちの繁殖期に子どもを育て、子が独立するとペアは別

行動をし、翌年の繁殖期に再会します。 

５．巣 

 巣はアカマツやスギに作ることが多く、地上１１～１９メートル程度の高さの枝

分かれの根元の部分に作ることが多いとされています。 

 材料は木の枝で、中に木の皮や青葉をしきつめます。大きさは直径１メートル程

度、厚さは２５～１００センチメートル程度が多く見られます。数年間使い続ける

場合と毎年作り変える場合があります。 

６．レッドデータと法律の指定 

  環境省では、絶滅のおそれのある種のリスト(レッドリスト)を概ね５年ごとに作

成しています。オオタカは、平成２９年１０月現在、準絶滅危惧に指定されていま

す（都道府県が作成する千葉県レッドリストでは重要保護生物に指定）。 

また、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）」

では、環境省レッドリストに掲載されている絶滅危惧種のうち、人為の影響により

生息・生育状況に支障を来たしているものを「国内希少野生動植物種」に指定して

います。オオタカは、平成５年に「国内希少野生動植物種」に指定されましたが平

成２９年９月に同指定を解除されています。 

 

年 環境省レッドリスト 種の保存法 

１９９１年（平成３年） 危急種（現在の絶滅危惧Ⅱ類）に指定。   

１９９３年（平成５年）   国内希少野生動植物種に指定。 

１９９８年（平成１０年） 絶滅危惧Ⅱ類に指定。   

２００６年（平成１８年） 準絶滅危惧に指定。   

２０１２年（平成２４年） 準絶滅危惧に指定。   

２０１７年（平成２９年）   国内希少野生動植物種の指定解除。 
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７．オオタカの 1年 

 オオタカは、特に造巣期から産卵の季節にとても敏感になります。この季節に巣

に人が近づいたりすると、繁殖を中断したり、営巣を放棄してしまいます。 

通常、卵は１～５個産み、雛は６月中旬から７月にかけて巣立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

【「猛禽類保護の進め方（改訂版）」よりオオタカの生活サイクル】 

 

 

 

 

 

 

敏感期

１２
月 

９月 
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敏感期

敏感期

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

非繁殖期 非繁殖期求愛・造巣期 托卵期
巣内
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巣外

育雛期

小

小 小

小

中 中

中 中

大 大

大大

極大

極大

1月：求愛 
早朝の鳴き交わしや空中
行動が盛んになります。 

3月：巣作り 
早朝に夫婦で巣の材料集
めをします。材料はスギ
やアカマツの枝葉です。
前年の巣を使うこともあ
れば、新しい巣を作るこ
ともあります。 

8月：独立・分散 
子は独立して、自分の縄張りを求

めて移動します。出生地近くにと

どまる個体や、100kmを超える移

動をする個体など様々です。 

6～7月：巣立ち 
35～45日程度で巣立ちし
ます。巣立ち後 1週間程度
は親がエサを運び、子も頻
繁に巣に戻ります。 

5～6月：孵化 
生まれたばかりはヒヨコくらいの大
きさ。15日でハトくらい、30日でほ
ぼ親鳥と同じくらいの大きさになり
ます。メスは 10日くらい雛を抱き、
その後は近くの枝で見守ります。 

4～5月：産卵 
1回に 1～5卵。主にメスが
卵を抱きます。孵化まで 35
～43日程度かかります。 

9～1月：分散・越冬 
夫婦は巣から離れて翌年まで

別々に生活します。比較的オス

は巣の近くで、メスは離れて生

活することが多いようです。 
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アンケート結果 

 平成２９年９月１日から９月２２日まで、出張所、公民館、図書館等の市内１２

施設に投票箱を設置し、オオタカを市の鳥として制定することについての市民アン

ケートを実施しました。 

 有効投票７４９票のうち約９割に当たる６７７票で「オオタカがよいと思う」と

の意見をいただきました。 

 また、自由記載の意見では、「緑地やオオタカの保護を推進すべき」（３９票）、「制

定の必要性を感じない」（７票）などの意見をいただいています。 

 

有効投票数：７４９票 

オオタカがよいと思う ６７７票 ９０．４％ 

他の鳥がよいと思う ７０票 ９．３％ 

未回答 ２票 ０．３％ 

 

 

「他の鳥がよいと思う」と回答したものの内訳 

得票数   

６票 キジ 

４票 スズメ、ハト 

３票 カワセミ、ツバメ、ハヤブサ 

２票 ウグイス、シラサギ、メジロ、フクロウ等 

１票 サシバ、タゲリ、シジュウカラ、ホオジロ等 

 

 

オオタカが

よいと思う

９０.４％

他の鳥がよいと思う

９.３％
未回答

０.３％


